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愛媛県宇和海斜面の流入河川においては，八

幡浜市や宇和島市などで標本に準拠した淡水魚

類相の調査が多く行われてきたが（水野ほか，

1999；水野，2000；辻，2015，2019；辻・松田，

2009，2011，2016），最南部にあたる愛南町の

河川においては断片的な記録にとどまる（水野

ほか，2000；水野，2004；山川ほか，2025a，

b）．愛南町柏地区に位置する柏川水系は，流域

面積 7.9 km2，流路延長 2.1km の二級水系であ

る（愛媛県，2011）．本水系からはこれまで，

目録的な記述として 6 目 9 科 20 種の報告があ

り（水野，2004），加えて標本に基づくものと

してイッセンヨウジ Coelonotus leiaspis (Blee-

ker, 1854)およびオオクチユゴイ Kuhlia rupe-

stris (Lacepède, 1802)の記録がある（山川ほか，

2025a，b）．著者らは 2025 年 9 月に柏川下流

域で魚類相の調査を実施した結果，本河川から

これまで記録のない熱帯・亜熱帯性のフエダイ

科魚類 3 種およびフグ科魚類 2 種の稚魚を確認

した．また，これらのうち 1 種は本県初記録で

あり，2 種は宇和海沿岸など愛媛県の海域から

記録があるが，河川内では初記録であった．こ

のことから，愛媛県の河川における海産魚類稚

魚の出現状況および近年の暖海性魚類の出現動

向把握の一助として，採集，登録された標本に

基づき以下に報告する．  

 

採 集 状 況 

 

採集年月日，地点等の詳細は以下のとおりで

ある． 

採集年月日：2025 年 9 月 22 日，採集場所：

愛媛県南宇和郡愛南町柏 柏川下流域（北緯 33

度 01 分 01 秒，東経 132 度 29 分 48 秒，図 1），

採集方法：手網，採集者：清水孝昭・山川宇宙・

森口宏明． 

今回 5種が採集された地点は河口から約

100m上流の右岸側に形成された淵状の深場

（水深約50－80cm）で，砂礫底の上に落葉や小

枝，海藻の破片等が広く堆積していた．採集当
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図 1．採集地点（黄色矢印） 

 

日は大潮で，採集時は最干潮から満ち込みにあ

たり，地点への海水の遡上は見られなかったも

のの，底層には海水溜まりが点在的に存在して

いた．得られた個体は氷冷して持ち帰り，直ち

に冷凍保存した．解凍後に写真撮影を行い，10%

ホルマリンで固定して実体顕微鏡下での計数と

細部の観察，およびノギスによる計測を行った．

その後，70%エタノール水溶液に置換し，徳島

県立博物館魚類標本（TKPM-P）として登録・

保管した． 

 

種 の 記 録 

 
Lutjanidae フエダイ科 

Lutjanus argentimaculatus (Forsskål, 1775) 

ゴマフエダイ（図 2） 

TKPM-P 24167，1 個体．全長（TL）22.6mm，

標準体長（SL）17.8mm． 

背鰭条数 X，14，臀鰭条数Ⅲ，8．眼の中心は

体軸より上方．背鰭後方の基部は鱗に覆われる．

側線より上方の鱗列は側線と平行に走る．体側

に 6 本のやや不明瞭な暗色横帯があり，横帯の

間隔幅は横帯の幅より狭い．背鰭棘条部は暗色

で，縁辺が濃い．背鰭および臀鰭の軟条部と尾

鰭は透明．腹鰭はやや黄色味を帯びた暗色で，

縁辺は濃い暗色． 

上記の特徴は島田（2013）のゴマフエダイ幼

魚および小嶋（2014a）の同稚魚の特徴に一致し

たため本種と同定した．本種は主にインド・西

太平洋の亜熱帯から熱帯域に分布し，国内では

岩手県から鹿児島県にかけての太平洋沿岸，山

口県から鹿児島県にかけての日本海および東シ

ナ海沿岸，甑島列島，宇治群島，琉球列島から

記録されている（島田，2013；土井ほか，2015；

山川ほか，2018；小枝ほか編，2018；外山ほか，

2021；岩坪ほか編，2022；松島ほか，2022；Hata 

et al.，2024；Koreeda and Motomura，2025；

畠中ほか，2025）．愛媛県内の河川では 1986 年

に宇和島市岩松川より体長 20.7mm，1998 年に

同市来村川で体長 16.0mm の個体が採集され，

標本に基づき報告されているほか（辻，2015；

水野，2000），2009 年に愛南町僧都川で全長
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5cm の稚魚が観察されており（高木ほか編，

2010），さらに同町では海域で 2008 年に全長

45cm の成魚も確認されている（高木ほか編，

2010）．本種は近年，日本の太平洋沿岸で記録

地点数の増加や記録地域の北上が見られてお

り，産卵海域の北上に関連する可能性が指摘さ

れている（山川ほか，2018）．愛媛県宇和海沿

岸においても上述の通り，少なくとも愛南町で

近年成魚，稚魚ともに確認されていることから，

周辺海域で再生産している可能性がある．  

 

Lutjanus russellii (Bleeker, 1849) クロホシフ

エダイ（図 3） 

TKPM-P 24168，1 個体．24.2mm TL，20.4 

mm SL． 

背鰭条数 X，14，臀鰭条数Ⅲ，8．背鰭基部は

一部鱗に覆われる．側線より上方の鱗列は斜め

上後方へ向かう．体色は淡灰色で背部がやや黄

褐色味を帯び，体側に 4 本の明瞭な暗色縦帯が

ある．体後部の側線上に 1 暗色斑がある．背鰭

第 2 棘および腹鰭第 1 軟条は伸長する．背鰭，

臀鰭，胸鰭，腹鰭，尾鰭は透明で，いずれもや

や赤味を帯びる．背鰭棘条部，腹鰭前部，背鰭

軟条の縁辺部，および臀鰭には黒色素が分布す

る． 

上記の特徴は島田（2013）および浜橋（2023）

のクロホシフエダイ幼魚および小嶋（2014b）の

同稚魚の特徴に一致したため本種と同定した．

本種は主に西太平洋の亜熱帯から熱帯域に分布

し，従来本種とされていたインド洋の個体群は

Lutjanus indicus Allen, White and Erdmann, 

2013 として区別された（Allen et al.，2013）．

国内では小笠原諸島，宮城県から鹿児島県にか

けての太平洋沿岸，京都府から鹿児島県にかけ

ての日本海および東シナ海沿岸，対馬，甑島列

島，さらには和歌山県，大阪府，兵庫県および

愛媛県の瀬戸内海沿岸，淡路島，琉球列島，南

大東島から記録されている（岡村，1991；島田，

2013；竹内ほか，2015；松沼ほか編，2016；田

城ほか，2017；小枝ほか編，2018；岩坪ほか編，

2022；浜橋，2023；Hata et al.，2024；鈴木ほ

か，2025；Koreeda and Motomura，2025；外

山ほか，2025）．愛媛県の宇和海側では愛南町

沿岸と河口域，および宇和島市沿岸から（辻・

平松，1987；高木ほか編，2010），瀬戸内海側

では新居浜市の沿岸および魚市場から記録され

ているが（岡村，1991），県内河川からの標本

に基づく記録としては本研究が初めてとなる．  

 

Lutjanus fulvus (Forster, 1801) オキフエダイ

（図 4） 

TKPM-P 24169，3 個体．34.3－45.7mm TL，

28.3－38.3mm SL． 

背鰭条数 X，14，臀鰭条数Ⅲ，8．背鰭基部は

一部鱗に覆われる．側線より上方の鱗列は斜め

上後方へ向かう．前鰓蓋骨後縁はやや窪む．体

色は暗黄褐色で腹部は黄色．側線付近より下部

に 5 本の細い橙色縦帯がある．背鰭はやや朱色

味を帯びた透明で縁辺は暗色．腹鰭は黄色．臀

鰭は朱色味を帯びた黄色で，前方でやや赤味が

強い．尾鰭は黄色または朱色味を帯びた透明で，

全体に黒色素が分布する． 

上記の特徴は島田（2013）のオキフエダイ幼

魚の特徴に一致したため本種と同定した．本種

は主にインド・太平洋の亜熱帯から熱帯域に分

布し，国内では伊豆諸島，小笠原諸島，茨城県

から宮崎県の太平洋沿岸，鹿児島県の東シナ海

沿岸，甑島列島，琉球列島，南大東島から記録

されている（島田，2013；山川ほか，2018；岩

坪ほか編，2022；外山ほか，2024；Hata et al.，

2024；Koreeda and Motomura，2025；和田ほ

か，2025）．本研究は愛媛県内の河川における

本種の初記録となるが，海域では愛南町沿岸で

稚魚から全長 26cm の個体まで確認されている

（高木ほか編，2010）．成魚は体長 60cm に達

することから（島田，2013），宇和海南部沿岸

に定着しているかは不明である．  

 

Tetraodontidae フグ科 

Arothron hispidus (Linnaeus, 1758) サザナミ

フグ（図 5） 

TKPM-P 24164，1 個体．24.2mm TL，18.4 

mm SL． 

背鰭条数 10，臀鰭条数 10，胸鰭条数 17．体

は卵型で皮膚は硬くない．背鰭棘はない．尾鰭

後縁は丸みを帯びる．両顎歯は 4 枚．体色は暗
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褐色で，体側全面に小白斑が散在する．腹部に

黒褐色の波状紋がある．胸鰭基部周辺に，淡褐

色の細い縁取りがある円形の 1 黒斑がある．背

鰭，臀鰭は淡黄色．尾鰭は黄褐色で縁辺が暗色． 

尾鰭の小白斑は標本個体では不明瞭であっ

たが，それ以外の上記特徴が山田・柳下（2013）

および松浦（2017）のサザナミフグの特徴に一

致したため本種と同定した．本種は主にインド・

太平洋の亜熱帯から熱帯域に分布し，国内では

伊豆諸島，小笠原諸島，北海道のオホーツク海

沿岸，青森県から鹿児島県にかけての太平洋沿

岸，山口県から鹿児島県にかけての日本海およ

び東シナ海沿岸，甑島列島，宇治群島，さらに

は大阪府，兵庫県，広島県および山口県の瀬戸

内海沿岸，琉球列島から記録されている（高田

ほか，2009；山田・柳下，2013；小枝ほか編，

2018；吉郷，2018；花﨑ほか，2020；岩坪ほか

編，2022；浜橋・吉田，2024；Koreeda and 

Motomura，2025；畠中ほか，2025；和田ほか，

2025）．愛媛県内では宇和海沿岸で稚魚から全

長 40cm の成魚まで確認されており（高木ほか

編，2010），周辺海域には定着していると考え

られる．また，著者のうち清水は瀬戸内海沿岸

の伊予市森漁港で稚魚を得ている（TKPM-P 

23057，2010 年 10 月採集，2011 年 1 月まで飼

育，固定時 53.6mm SL）．同県内の河川からは

本研究が初記録となる． 

 

Arothron manilensis (Marion de Procé, 1822) 

スジモヨウフグ（図 6） 

TKPM-P 24165，1 個体．40.5mm TL，30.4 

mm SL． 

背鰭条数 9，臀鰭条数 9，胸鰭条数 16．体は

卵型で皮膚は硬くない．背鰭棘はない．両顎歯

は 4 枚．体は淡褐色で，腹部は淡色．体の背面

と側面に多数の暗褐色縦線があり，尾鰭では不

明瞭．鰓孔周辺は暗褐色．背鰭，臀鰭は淡色で，

尾鰭は淡黄色． 

標本個体の尾鰭後縁は破損しており，暗色の

縁取りは不明瞭であったが，それ以外の上記特

徴が山田・柳下（2013）および松浦（2017）の

スジモヨウフグの特徴に一致したため本種と同

定した．本種はフィリピン，インドネシアを経

てミクロネシアからフィジー，サモア，トンガ，

ハワイ諸島まで分布し，国内では琉球列島に見

られるほか（山田・柳下，2013；松浦，2017），

神奈川県から鹿児島県にかけての太平洋沿岸，

鹿児島県の東シナ海沿岸から記録されている

（山田・工藤，2012；小枝ほか編，2018；井上

ほか，2021；岩坪ほか編，2022；吉田ほか，2025）．

愛媛県からは河川，海域ともに記録されておら

ず，本研究が初記録となる．  
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図 2．ゴマフエダイ Lutjanus argentimaculatus（TKPM-P 24167，17.8mm SL） 

図 3．クロホシフエダイ Lutjanus russellii（TKPM-P 24168，20.4mm SL） 
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図 4．オキフエダイ Lutjanus fulvus（TKPM-P 24169，38.3mm SL） 

図 5．サザナミフグ Arothron hispidus（TKPM-P 24164，18.4mm SL） 

図 6．スジモヨウフグ Arothron manilensis（TKPM-P 24165，30.4mm SL） 
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